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【緒言】 放射線の線量を積算して記録する個人被曝線量計には，ラジオフォトルミネッセンス(RPL)

現象を示す銀添加リン酸塩ガラスが利用されている．RPL 現象を利用した個人被曝線量計は，低線

量においても優れた感度を有し，その情報を長期間安定して記憶することが可能である．しかしなが

ら，現在のガラス線量計は，寿命を異にする複数の蛍光成分の存在や，形成された蛍光中心の安

定化のためのプレヒートプロセスの必要性など，多くの未解明事象を有している． 

これまでの我々の研究では，母ガラス組成にアルカリ金属を含んだリン酸塩ガラスでのみ RPL

の発現が確認されている[1]．そこで，ホストを構成するアルカリ金属元素が複数である場合に，

各アルカリ金属が RPL現象にもたらす影響を検証すべく，異なるホスト組成のガラス試料の RPL

特性を比較した． 

【実験】 AgCl，NaPO3および(LiPO3)nの粉末原料を混合後，900 ºCの電気炉内で溶融し，300 ºC

に熱したステンレス板上にて急冷し，安定化させることでガラスを作製した (Na-Li/Ag)．なお，

NaPO3および(LiPO3)nをモル比 1:1で混合した（でＯＫ？）．同様の操作を(LiPO3)nに代わり(KPO3)n，

RbH2PO4および CsH2PO4でも行い,組成の異なるリン酸塩ガラスを作製した(Na-K/Ag，Na-Rb/Ag，

および Na-Cs/Ag)．作製したサンプルに対して蛍光スペクトル，蛍光時間プロファイル，吸収スペ

クトル，および電子スピン共鳴 (ESR) 測定を行った． X線の照射には，電流値 40 mA，電圧値

40 kV に設定した X 線管を用いた．各測定を X 線照射から 24 時間後に行うことで，ビルドアッ

プ現象の終了後の特性を調査した． 

【結果と考察】 図に，X線を 50 Gy照射した際の各サ

ンプル（Ag濃度：0.1 mol%）の RPLスペクトルを示す．

Na-K/Ag，Na-Rb/Agおよび Na-Cs/Agにおいて，それぞ

れ，K，Rb，および Csリン酸塩での RPLピークが観測

された．一方で，Naリン酸塩での RPLピークが観測さ

れなかった[1]．また，Na-Li/Agにおいて，Na/Agおよび

Li/Ag が非常に近いピークを持つため，Na および Li の

うちどちらに特徴的な RPLピークに対応するのか判別できなかった[1]．これらの結果から，RPL

の蛍光中心は，混合ガラス中のアルカリ金属のうち一種の特徴を反映することが示唆された． 

[1] H.Tanaka et al., Sensors and Materials, in press. 

図 各サンプル(Ag 0.1 mol%)のRPLスペ

クトル（λex=310 nm） 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))15p-P14-34 

© 2016年 応用物理学会 02-075


